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※
資
料
等
は
そ
れ
ぞ
れ
リ
ン
ク
か
ら
参
照
可
能
で
す
。 

○ 
本
教
材
作
成
の
趣
旨
と
活
用
の
仕
方
に
つ
い
て 

○ 

情
報
モ
ラ
ル
と
現
代
的
な
課
題
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

○ 

埼
玉
県
の
先
輩
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！ 

 
 

◇
新
井 

千
鶴 
さ
ん
（
柔
道
・
寄
居
町
出
身
）

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
小
一
～
四
年
向
け
・
小
五
・
六
年
、
中
学
生
向
け 

 
 

◇
赤
石 

竜
我 
さ
ん
（
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
さ
い
た
ま
市
出
身
）
小
一
～
四
年
向
け
・
小
五
・
六
年
、
中
学
生
向
け 

○ 

教
材
・
指
導
資
料 

●
「
大
す
き
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
タ
イ
ム
」
【
小
学
校
低
学
年
（
Ａ 

節
度
、
節
制
）】
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

教
材
・
指
導
資
料 

●
「
あ
さ
が
お
の
か
ん
さ
つ
で
」
【
小
学
校
低
学
年
（
Ａ 

善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任
）
】・
・
・ 

教
材
・
指
導
資
料 

●
「
よ
ろ
こ
び
は
だ
れ
に
」【
小
学
校
中
学
年
（
Ｃ 

規
則
の
尊
重
）
】・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

教
材
・
指
導
資
料 

●
「
流
れ
て
行
く
先
」【
小
学
校
中
学
年
（
Ｄ 

自
然
愛
護
）】
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

教
材
・
指
導
資
料 

●
「
離
れ
て
い
て
も
」【
小
学
校
高
学
年
（
Ｂ 
友
情
、
信
頼
）】
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

教
材
・
資
料
・
指
導
資
料 

●
「
未
来
を
見
つ
め
る
ま
な
ざ
し
」【
小
学
校
高
学
年
（
Ｃ 

公
正
、
公
平
、
社
会
正
義
）】
・
・
・ 

教
材
・
資
料
・
指
導
資
料 

●
「
最
後
の
思
い
出
」【
中
学
校
（
Ｂ 

友
情
、
信
頼
）
】・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

教
材
・
指
導
資
料 

●
「
男
ら
し
さ
女
ら
し
さ
、
自
分
ら
し
さ
」【
中
学
校
（
Ａ 
向
上
心
、
個
性
の
伸
長
）】・
・
・
・ 

教
材
・
資
料
・
指
導
資
料 

●
「
す
べ
て
の
人
に
読
書
の
楽
し
さ
を
」
【
中
学
校
（
Ｃ 

社
会
参
画
、
公
共
の
精
神
）】・
・
・
・
・
・
・ 

教
材
・
指
導
資
料 

●
「
コ
ロ
ナ
禍
で
気
付
い
た
こ
と
」【
中
学
校
（
Ｃ 

よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実
）
】・
・
・ 

教
材
・
指
導
資
料 

●
「
認
め
合
う
こ
と
、
高
め
合
う
こ
と
」
【
高
校
（
Ｂ 

友
情
、
信
頼
）】
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

教
材
・
指
導
資
料 

●
「
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
～
渋
沢
栄
一
の
思
い
の
灯
～
」
【
高
校
（
Ｃ 
社
会
参
画
、
公
共
の
精
神
）
】 

教
材
・
指
導
資
料 
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○
作
成
の
趣
旨 

 

本
教
材
は
、
情
報
モ
ラ
ル
を
は
じ
め
と
し
て
、
子
供
た
ち
が
直
面
す
る
現
代

的
な
課
題
や
社
会
的
な
問
題
を
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
、
ね
ら
い
と
す
る
道
徳

的
価
値
を
子
供
た
ち
が
自
分
と
の
関
わ
り
で
深
め
、
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え

ら
れ
る
よ
う
作
成
し
て
い
る
。 

 

情
報
モ
ラ
ル
と
現
代
的
な
課
題
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
は
、
小
・
中
学
校

学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
そ
の
指
導
の
充
実
が
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
子

供
た
ち
が
社
会
的
課
題
を
自
分
と
の
関
係
に
お
い
て
考
え
、
そ
の
解
決
に
向
け

て
取
り
組
も
う
と
す
る
意
欲
や
態
度
を
育
て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
実
現
し
た
一
人
一
台
端
末
の
環
境
下
に
お

い
て
は
、
子
供
た
ち
が
端
末
を
鉛
筆
や
ノ
ー
ト
同
様
に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
子
供
た
ち
が
適
切
に
、
安
全
に
端
末
を
使
い
こ
な
す
た
め
に

は
、
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
指
導
の
充
実
が
大
切
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
教
材
で

は
、
情
報
機
器
を
巡
っ
て
起
こ
る
様
々
な
問
題
を
題
材
と
し
て
取
り
扱
い
、
道

徳
科
と
し
て
の
学
習
の
特
質
を
踏
ま
え
た
上
で
、
子
供
た
ち
が
考
え
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
多
様
な
表
現
や
多
様
な
人
々
と
の

交
流
を
可
能
と
す
る
な
ど
、
情
報
機
器
の
よ
い
面
も
取
り
上
げ
つ
つ
、
ね
ら
い

と
す
る
道
徳
的
価
値
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
た
。 

 

科
学
技
術
の
発
展
に
伴
う
生
命
倫
理
の
問
題
や
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
な

ど
、
現
代
的
な
課
題
を
巡
っ
て
は
、
様
々
な
道
徳
的
価
値
に
関
わ
る
葛
藤
が
生

じ
る
。
そ
こ
で
本
教
材
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
は
多
様
な
見
方
や
考
え
方

が
あ
り
、
短
絡
的
な
理
解
で
は
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
気
付
か
せ

る
教
材
と
し
、
子
供
た
ち
が
多
様
な
価
値
観
を
も
つ
人
々
と
協
働
し
て
問
題
を

解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
を
育
め
る
よ
う
工
夫
し
た
。 

 

以
上
の
作
成
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
本
教
材
を
活
用
い
た
だ
き
た
い
。 

○
活
用
の
仕
方 

 

本
教
材
は
、「
埼
玉
県
の
先
輩
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！
」「
教
材
」「
指
導
資
料
」

か
ら
構
成
し
て
い
る
。
電
子
デ
ー
タ
に
よ
る
配
布
と
し
て
い
る
た
め
、
授
業
で

の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
教
師
に
よ
る
印
刷
・
配
布
だ
け
で
な
く
、
教
材
デ
ー

タ
を
教
師
や
子
供
た
ち
の
端
末
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

 

「
埼
玉
県
の
先
輩
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！
」
は
、
埼
玉
県
ゆ
か
り
の
著
名
な
方

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
そ
の
著
名
な
方
々
の
考
え
方
・
生
き
方
を
紹
介
し

て
い
る
。
道
徳
科
の
終
末
や
校
内
・
学
級
へ
の
掲
示
等
、
教
師
の
創
意
工
夫
に

よ
り
活
用
で
き
る
。
ま
た
、
対
象
別
に
作
成
し
て
い
る
の
で
、
子
供
た
ち
の
発

達
の
段
階
に
合
わ
せ
て
活
用
い
た
だ
き
た
い
。
小
学
校
低
・
中
学
年
の
児
童
に

は
、
教
師
や
保
護
者
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
も
効
果
的
で
あ
る
。 

 

「
教
材
」
は
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
高
校
ま
で
、
発
達
の
段
階
に
合
わ
せ
て

作
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
教
材
の
対
象
学
年
や
内
容
項
目
は
、
目
次
や
指
導

資
料
に
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
材
に
よ
っ
て
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
関
連
動

画
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
適
宜
活
用
す
る
と
効

果
的
で
あ
る
。 

 

「
指
導
資
料
」
は
、
本
教
材
を
活
用
し
た
道
徳
科
の
授
業
の
進
め
方
と
し
て
、

学
習
活
動
や
主
な
発
問
の
他
、
指
導
上
の
留
意
点
を
例
示
し
、
具
体
的
に
授
業

を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
特
に
、
情
報
モ
ラ
ル
や
現
代
的
な
課

題
に
つ
い
て
は
多
様
な
見
方
や
考
え
方
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
教
材
作
成
の
意
図

と
取
扱
い
の
留
意
点
」
を
十
分
参
考
に
さ
れ
た
い
。 

 
道
徳
科
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、道
徳
的
諸
価
値
に
つ
い
て
の
理
解
を
基
に
、

自
己
を
見
つ
め
、
物
事
を
（
広
い
視
野
か
ら
）
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
、
自

己
の
生
き
方
（
人
間
と
し
て
の
生
き
方
）
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る
学
習
と

な
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
教
材
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
指
導
方
法
の
創
意
工
夫
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。 

※
（ 

）
内
は
中
学
校 

 

本
教
材
作
成
の
趣
旨
と
活
用
の
仕
方 



  
○
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
指
導 

 

学
習
指
導
要
領
解
説
で
は
、
情
報
モ
ラ
ル
は
、
情
報
社
会
で
適
正
な
活
動
を

行
う
た
め
の
基
に
な
る
考
え
方
と
態
度
と
捉
え
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
情
報

社
会
の
倫
理
、
法
の
理
解
と
遵
守
、
安
全
へ
の
知
恵
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、

公
共
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
道
徳
科
に
お
い
て
は
、
道
徳

の
内
容
と
の
関
連
を
踏
ま
え
て
、
特
に
、
情
報
社
会
の
倫
理
、
法
の
理
解
と
遵

守
と
い
っ
た
内
容
を
中
心
に
取
り
扱
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

社
会
の
情
報
化
が
進
展
す
る
中
で
、
児
童
生
徒
は
情
報
機
器
を
日
常
的
に
用

い
る
環
境
の
中
で
生
活
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
学
校
教
育
で
も
児
童
生
徒
の

実
態
に
応
じ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
情
報
モ
ラ
ル
を
含
め
た
情

報
活
用
能
力
の
育
成
は
、
教
科
等
横
断
的
な
学
習
に
よ
り
、
そ
の
充
実
が
求
め

ら
れ
る
。
道
徳
科
に
お
い
て
は
、
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
、
道

徳
的
価
値
に
関
わ
る
学
習
を
行
う
特
質
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
情
報

モ
ラ
ル
に
関
わ
る
題
材
を
生
か
し
て
話
合
い
を
深
め
た
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

よ
る
疑
似
体
験
を
授
業
の
一
部
に
取
り
入
れ
た
り
す
る
な
ど
、
創
意
あ
る
多
様

な
工
夫
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

例
え
ば
、
相
手
の
顔
が
見
え
な
い
メ
ー
ル
と
顔
を
合
わ
せ
て
の
会
話
と
の
違

い
を
理
解
し
、
メ
ー
ル
な
ど
が
相
手
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考
え
る
な
ど
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
起
因
す
る
心
の
す
れ
違
い
な
ど
を
題
材
と
し
た
思
い
や
り
、

感
謝
や
礼
儀
に
関
わ
る
指
導
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

法
や
き
ま
り
を
守
れ
ず
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
出
来
事
な
ど
を
題
材
と
し
て
規
則

の
尊
重
に
関
わ
る
授
業
を
進
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
問
題
の
根

底
に
あ
る
他
者
へ
の
共
感
や
思
い
や
り
、
法
や
き
ま
り
の
も
つ
意
味
な
ど
に
つ

い
て
、
児
童
生
徒
が
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
情
報
機
器
の
使
い
方
や
具
体
的
な
練
習
を
行
う
こ
と
に
終
始
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

○
現
代
的
な
課
題
に
対
す
る
指
導 

 

学
習
指
導
要
領
解
説
に
は
、「
今
後
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
中
で
、
様
々

な
文
化
や
価
値
観
を
背
景
と
す
る
人
々
と
相
互
に
尊
重
し
合
い
な
が
ら
生
き
る

こ
と
や
、
科
学
技
術
の
発
展
や
社
会
・
経
済
の
変
化
の
中
で
、
人
間
の
幸
福
と

社
会
の
発
展
の
調
和
的
な
実
現
を
図
る
こ
と
が
一
層
重
要
な
課
題
と
な
る
。」と

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
を
構
成

す
る
主
体
で
あ
る
私
た
ち
一
人
一
人
が
、
高
い
倫
理
観
を
も
ち
、
人
と
し
て
の

生
き
方
や
社
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
時
に
対
立
が
あ
る
場
合
を
含
め
て
、
多

様
な
価
値
観
の
存
在
を
認
識
し
つ
つ
、
自
ら
感
じ
、
考
え
、
他
者
と
対
話
し
協

働
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
方
向
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
備
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
こ
う
し
た
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
、
道
徳
教
育
は
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。 

道
徳
的
価
値
は
、
現
代
社
会
の
様
々
な
課
題
に
直
接
関
わ
っ
て
い
る
。
現
代

社
会
を
生
き
る
上
で
の
課
題
を
扱
う
場
合
に
は
、
問
題
解
決
的
な
学
習
を
行
っ

た
り
、
話
合
い
（
中
学
校
で
は
討
論
）
を
深
め
た
り
す
る
な
ど
の
指
導
方
法
を

工
夫
し
、
課
題
を
自
分
と
の
関
係
で
捉
え
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
考
え
続
け
よ

う
と
す
る
意
欲
や
態
度
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
食
育
、
健
康
教
育
、

消
費
者
教
育
、
防
災
教
育
、
福
祉
に
関
す
る
教
育
、
法
教
育
な
ど
、
学
校
の
特

色
を
生
か
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
教
育
課
題
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
教
育
活
動

全
体
と
関
連
付
け
、
人
と
し
て
の
よ
り
よ
い
生
き
方
に
対
す
る
考
え
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

科
学
技
術
の
発
展
に
伴
う
生
命
倫
理
の
問
題
や
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展

を
巡
っ
て
は
、
様
々
な
道
徳
的
価
値
に
関
わ
る
葛
藤
が
あ
る
。
現
代
的
な
課
題

に
は
、
葛
藤
や
対
立
の
あ
る
事
象
も
多
い
が
、
児
童
生
徒
の
発
達
の
段
階
に
応

じ
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
は
多
様
な
見
方
や
考
え
方
が
あ
り
、
一
面
的
な
理
解

で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
に
気
付
か
せ
、
多
様
な
価
値
観
を
も
つ
人
々
と
協
働

し
て
問
題
を
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
を
育
て
て
い
き
た
い
。 

 

情
報
モ
ラ
ル
と
現
代
的
な
課
題
の
取
扱
い 





※

本
資
料
は
、
道
徳
科
の
終
末
や
校
内
・
学
級
へ
の
掲
示
等
、

創
意
工
夫
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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新井千鶴さんって、どんな人？
新井さんは、寄居町出身の柔道選手

だよ。東京2020オリンピックでは、

柔道のこ人戦で金メダル、だん体戦で銀メ

ダルをとったんだ。埼玉県出身者では初の

オリンピックこ人競ぎの金メダリストなんだ。

そんな新井さんも、子どもの時は柔道だけではなく

て、勉強、スポーツ、書道や美じゅつ（図工）など、

何事にも真けんに取り組んでいたんだ。それが新井さ

んのきそ（土台のこと）になったんだよ。

Q：新井さんが大切にしている言葉は何ですか？

A：「不動心」（何事にも動かない心）です。書道家のそ父が、

わたしが勝てずになやんでいるときに「ぶれずに千鶴らしくがん

ばりなさい」と言ってかけてくれた言葉です。そ父の思いもすご

くうれしかったし、わたし自身も本当にその時期の自分にぴった

りだと思う文字でした。だから、オリンピック（五輪）チャンピ

オンになった今でもこの3文字を大事にしています。

大切にしている言葉

新井さんはいつもは料理を作ることやねることも好きなんだって。

あまいものも大好きで、特に好きなものは埼玉で有名な白いおまんじゅうだとか…。
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Q： 新井さんにとって家族とは？

A：父も母も柔道をやっていたわけではありませんが、子どもが真けんに取り

組むことを全力でおうえんしてくれる両親です。両親も兄もそれぞれの場所

でがんばっているし、そういうすがたを見てわたし自身もがんばっています。

だから、家族を尊敬（すばらしいと思うこと）し

ていますし、わたし自身もそんな家族を見て、あき

らめずに、投げ出さずにがんばれます。

家族について

Q：ゆめをかなえるために大切にすることは？

A：ゆめをかなえるために大切なことは、「自分はどうあるべきか。」

と考え行動し、と中で投げ出さずにつづけることです。うまくいか

ない時も最後まであきらめずにやりぬくことが大切です。

わたしはいつもこのことを考え、自分の成長にエネルギーを注ぐ

ようにしてきました。うまくいかない理由を人のせいにしたり、ほかの人の

行動を気にして流されてしまったり、人にいやなことをしてしまったりと

いった行動は、自分でゆめをかなえることを遠ざけてしまっています。人を

思いやる気持ちも大切です。みなさんにも、このような考えや気持ちを大切

にしてもらいたいです。

ゆめについて

Q：未来を生きる埼玉の子どもたちへ

メッセージをお願いします。

A：失敗をおそれずに、いろいろなことにちょう戦してほしい

です。ちょう戦するからこそ、当然失敗もあります。でも、そ

の失敗があるからこそ、自分自身の成長につながります。

大切なのは、同じ失敗をくり返さないこと。失敗したときは、

自分自身を見つめ直して、どうしたらよくなるのかを考えてみ

ることです。一つ一つの成功を重ねていく日々が成長につなが

ります。

勉強もスポーツも、一つ一つの積み重ねを大切にしながら、

みなさんが今取り組んでいる目標に向けてがんばってほしいです。

埼玉の子ども
たちへ

寄居町出身の新井さん。家の周りは自然がゆたかで、庭にキジ

があらわれたことも…。そんな自然ゆたかなところも、埼玉県のみ力だと教えて

くれたよ。埼玉は、新井さんにとってとても落ち着く場所なんだって。
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新井千鶴さんって、どんな人？
新井さんは、寄居町出身の柔道選手

だよ。東京2020オリンピックでは、

柔道の個人戦で金メダル、団体戦で銀メダ

ルをとったんだ。埼玉県出身者では初のオ

リンピック個人競技の金メダリストなんだ。

そんな新井さんも、子供の時は柔道だけではなくて、

勉強、スポーツ、書道や美術など、何事にも真剣に取

り組んでいたんだ。それが新井さんの基礎になったん

だよ。

Q：新井さんの座右の銘（大切にしている言葉）は何ですか？

A：「不動心」です。書道家の祖父が、私が勝てずに悩んで

いるときに「ぶれずに千鶴らしく頑張りなさい」ということ

でかけてくれた言葉です。祖父の思いもすごく嬉しかったし、

私自身も本当にその時期の自分にぴったりだと思う文字でし

た。だから、オリンピック（五輪）チャンピオンになった今

でもこの3文字を大事にしています。

座右の銘

新井さんは普段は料理を作ることや寝ることも好きなんだって。

甘いものも大好きで、特に好きなものは埼玉で有名な白いおまんじゅうだとか…。
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Q： 新井さんにとって家族の存在とは？

A：父も母も柔道経験者ではないですが、子供が真剣に取り組むことを全力で

応援してくれる両親です。また、家族はお互いに刺激し合っていて、一緒の

目線で共に戦ってくれる存在です。両親も兄もそれぞれの場所で頑張ってい

るし、そういう姿を見て私自身も頑張っています。

だから、家族は尊敬していますし、私自身もそんな家

族を見て、諦めずに、投げ出さずに頑張れます。

家族の存在

Q：夢を実現するためにはどんなことを大切にしていけば

いいですか？

A：夢を実現させるために大切なことは、「自分はどうあるべきか。」と考え

行動し、途中で投げ出さずに継続することです。上手くいかない時も最後ま

であきらめずにやり抜く姿勢が大切です。

私は常にこのことを考え、自分の成長にエネルギーを注ぐよう

にしてきました。上手くいかない理由を人のせいにしたり、他人

の行動を気にして流されてしまったり、人にいやなことをしてし

まったりといった行動は、自分で夢の実現を遠ざけてしまってい

ます。人を思いやる気持ちも大切です。みなさんにも、このよう

な考えや気持ちを大切にしてもらいたいです。

夢の実現

Q：未来を生きる埼玉の子供たちへ

メッセージをお願いします。

A：失敗を恐れずに、いろいろなことに挑戦してほしいです。

挑戦するからこそ、当然失敗もあります。でも、その失敗があ

るからこそ、自分自身の成長につながります。

大切なのは、同じ失敗を繰り返さないこと。失敗したときは、

自分自身を見つめ直して、どうしたら良くなるのかを考えてみ

ることです。一つ一つの成功を重ねていく日々が成長につなが

ります。

勉強もスポーツも、一つ一つの積み重ねを大切にしながら、

みなさんが今取り組んでいる目標に向けて頑張ってほしいです。

埼玉の
子供たちへ

寄居町出身の新井さん。家の周りは自然が豊かで、庭にキジが

現れたことも…。そんな自然豊かな環境も、埼玉県の魅力だと教えてくれたよ。

埼玉は、新井さんにとってとても落ち着く場所なんだって。
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赤石竜我さんって、どんな人？
赤石さんは、さいたま市出身の車

いすバスケットボールの選手だよ。

東京2020パラリンピックでは、チーム

の最年少メンバーとして銀メダルをとったんだ。

赤石さんは、5さいの時にかかった病気によっ

て車いす生活を送ることになったんだけど、子ど

もの時は、友だちといっしょに外でドッヂボール

やバスケットボールをやったり、友だちの自転車

に車いすでついて行ったりと、外で遊ぶのが大好

きで元気な子どもだったんだ。

Q：赤石さんにとって車いすバスケとの

出会いはどのようなものですか？

A：子どもの時は、車いすの自分がとてもいやでした。体

を動かすことは大好きでしたが、５０メートル走だとぶっ

ちぎりでビリ…。いつもくやしい思いをしていました。

いつか歩けるようになって、スポーツをやりたいという

思いがありました。それが、中学生の時に東京パラリンピックが決まってか

ら、「東京パラリンピックに出る」というゆめができました。車いすバスケ

と出会って、ゆめや目標ができましたし、何より生きがいができました。

車いすバスケ

との出会い

インタビューをした時、赤石さんは大学3年生。車いすバスケ

と大学生活とどちらもがんばるのはとても大変なんだって。だから、お休みの日

は大好きなマンガを1日ゆっくり読んで、気持ちを切りかえているそうだよ。
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Q：車いすバスケをやっていて苦しいときや

つらいときはありましたか？

A：車いすバスケを本気でやめようと思ったことが一回ありまし

た。高校１年生の時、同年代の選手が大会に出て活やくしている

中、自分が置いていかれているのがすごくつらかったです。

でも、なぜその時やめなかったのかというと、自分の中でゴールを決めた

からです。日本代表なんて「ゆめのまたゆめ」のような実力だったので、ま

ずは１年後の大会を目標にしてあと１年だけがんばろう、と決めました。

大きな目標も大切ですが、小さな目標を一つずつ立てていくことで、ここ

まで続けることができました。

苦しくても…

Q：赤石さんをここまでささえてくれた方は？

A：多くの人のささえがありましたが、その中でも一番ぼくを

ささえてくれたのは母です。人生の中で一番つらかった時を

知っているのが母です。母がいてくれたからこそ、今日まで

続けることができたと思っています。

銀メダルをとったときは、はずかしくて自分の口では伝え

ず手紙で気持ちを伝えました。母のたん生日に、手紙と銀メダルをすっとわ

たして…。母も喜んでくれました。

母について

Q：未来を生きる埼玉の子どもたちへ

メッセージをお願いします。

A：ゆめをかなえるためには、はずかしがらずに口に出し

てください。ぼくは中学生の時から車いすバスケを始めま

したが、始めたばかりの時から「ぼくは東京2020パラリ

ンピックに出る！」ということを口に出し続けてきました。

人に無理だと言われたり、うまくいかないこともありま

したが、それでもぼくは口に出し続けてきました。東京パ

ラリンピックでも、「メダルをとる」と言い続け、結果を

出すことができました。自分を変えられるのは自分。待っ

ているだけではだめです。みなさんも、本気でかなえたい

と思うことは、ぜひ口に出して言ってみてください。

埼玉の子ども
たちへ

車いすバスケ日本代表の合言葉は「一心（いっしん）」。

一人一人の置かれている立場はちがっても、メダルをとりたいという思いでチー

ムの心が一つになったから、今回の銀メダルという結果につながったそうだよ。
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赤石竜我さんって、どんな人？
赤石さんは、さいたま市出身の車

いすバスケットボールの選手だよ。

東京2020パラリンピックでは、チーム

の最年少メンバーとして銀メダルをとったんだ。

赤石さんは、5歳の時に発症した病気によって

車いす生活を送ることになったんだけど、子供の

時は、友だちといっしょに外でドッヂボールやバ

スケットボールをやったり、友だちの自転車に車

いすで付いて行ったりと、外で遊ぶのが大好きで

活発な子供だったんだ。

Q：赤石さんにとって車いすバスケとの

出会いはどのようなものですか？

A：子供の時は、車いすの自分にコンプレックスがありました。

体を動かすことは大好きでしたが、５０ｍ走だとぶっちぎりで

ビリ…。いつも悔しい思いをしていました。

いつか歩けるようになって、スポーツをやりたいという思いがありました。

それが、中学生の時に東京パラリンピックが決まってから、「東京パラリン

ピックに出る」という夢ができました。車いすバスケと出会って、夢や目標が

できましたし、何より生きがいができました。

車いすバスケ
との出会い

インタビューをした時、赤石さんは大学3年生。車いすバスケ

と大学生活との両立は本当に大変だそう。そんな赤石さんの趣味はマンガを読む

こと。休日は1日ゆっくりマンガを読んで気分転換をしているそうだよ。
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小５・６年、中学生向け
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Q：車いすバスケをやっていて苦しいときや

つらいときはありましたか？

A：車いすバスケを本気でやめようと思ったことが一回ありまし

た。高校１年生の時、同年代の選手が大会に出て活躍している中、

自分が置いていかれているのがすごくつらかったです。

でも、なぜその時やめなかったのかというと、自分の中でゴールを決めた

からです。日本代表なんて夢のまた夢のような実力だったので、まずは１年

後の大会を目標にしてあと１年だけ頑張ろう、と決めました。

大きな目標も大切ですが、小さな目標を小刻みに立てていくことで、ここ

まで続けることができました。

苦しくても…

Q：赤石さんをここまで支えてくれた方は？

A：多くの人の支えがありましたが、その中でも一番僕を支え

てくれたのは母です。人生の中で一番つらかった時を知って

いるのが母です。母の存在があったからこそ、今日まで続け

ることができたと思っています。

銀メダルをとったときは、恥ずかしくて自分の口では伝え

ず手紙で気持ちを伝えました。母の誕生日に、手紙と銀メダルをすっと渡し

て…。母も喜んでくれました。

母の存在

Q：未来を生きる埼玉の子供たちへ

メッセージをお願いします。

A：夢を実現させるためには、恥ずかしがらずに口に出し

てください。僕は中学生の時から車いすバスケを始めまし

たが、始めたての初心者の時から「僕は東京2020パラリ

ンピックに出る！」ということを口に出し続けてきました。

人に無理だと言われたり、スランプもありましたが、そ

れでも僕は口に出し続けてきました。東京パラリンピック

でも、「メダルをとる」と言い続け、結果を出すことがで

きました。自分を変えられるのは自分。待っているだけで

はだめです。皆さんも、本気で実現させたいと思うことは、

ぜひ口に出して言ってみてください。

埼玉の
子供たちへ

車いすバスケ日本代表の合言葉は「一心（いっしん）」。

それぞれ立場や状況は違っても、メダルをとりたいという思いでチームの心が一

つになったから、今回の銀メダルという結果につながったそうだよ。

ちょこっとメモ

かつやく
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